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　春分の候、町内会関係者各位におかれましてはご健勝
とご活躍のこととお慶び申し上げます。
　令和４年2月13日（日）建部町文化センターで開催を
予定しておりました「岡山市町内会長等懇談会」は、新
型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、参
加される皆様方の安全を第一と考え、誠に残念ながら中
止とさせていただきました。
　本懇談会は、岡山市連合町内会の活動を広く知ってい
ただくとともに、相互の理解と連携を深めるために開催し
ており、新型コロナウイルス感染症の影響で、令和２年度、
令和３年度は開催を中止しましたが、継続して12回開催
している会です。
　本来であれば、今年度も岡山市連合町内会の活動報
告の他、法政大学名誉教授　岡﨑昌之先生をお招きし
「地域づくり」をテーマに講演していただき、講演のテー

岡山市連合町内会会報それぞれの漢字に同じ部首を加えて、漢字を
作ってください。

　2022 年の干支は、壬寅（みずのえとら）です。
厳しい冬を越し、生命力にあふれる春の草花の芽
吹きを意味しているそうです。
　昨年一年間は、コロナ禍で地域活動が思うよう
に進まず、「冬」の様相でした。そのような中、
地域の人々とのつながりの大切さ、地域行事や地
域活動の意義を改めて感じた方が多かったと思い
ます。「みんなが集える場」を、地域の組織が連
携して創り上げることは、地域の活性につながる
ことも再確認しました。
　ワクチンや有効薬の開発、日常的な配慮の継続
等、コロナ対策がプラス方向で作用することで、
地域活動の新たな「春」を力強く、希望を持って
拓いていきたいです。地域活動の取組を、今年も
是非お寄せください。お互いの取組の交流が図れ
る紙面を、今後も目指してまいります。

マに併せ各区で活動されている方に「地域づくり」に関連
した活動の発表をしていただく予定でした。
　やむを得ず中止とさせていただきましたが、懇談会の
開催に向け、ご準備いただいていた発表者並びに、ご
出席を予定されていた関係者の方々に深くお詫びいたし
ます。
　また、懇談会の席上にて、日頃から永年にわたり地域
活動にご尽力された方に贈呈を予定しておりました「れん
げ賞」につきましては、受賞者に個別に贈呈させていた
だくこととなりましたが、受賞された方々には心よりお祝
い申し上げます。
　さて、コロナ禍で、今後の先行きが不透明であり、岡
山市連合町内会の活動においても昨年に引き続き、今回
のように中止や内容の変更など、例年どおりの活動が難
しい日々が続いておりますが、こういう状況の時こそ身近
な共助が必要です。
　岡山市連合町内会や各地域の活性化に繋がるよう、必
要な感染対策を行ったうえで、これからも包括的な住民
組織として、安全・安心な地域社会の形成、構築、維持
に向かって進んで参りたいと思います。今後とも町内会、
連合町内会へのご理解とご協力をお願いします。
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正解者の中から抽選で 10 名の方に粗品を進呈します。
〒住所・氏名を記入の上、下記までお送りください。
〈送付先〉〒700-8544
　　　　　岡山市北区大供一丁目１－１
　　　　　岡山市連合町内会 会報編集委員会
〈締　切〉令和４年５月２日必着
〈発　表〉発送をもって代えさせていただきます。

編集後記
【編集委員長】小野　大作
【編集副委員長】正保　弘行
【編 集 委 員】長門　修二・多賀　克充
　　　　　　　竹井　秋人・小林　泰三

漢 字 イク ズ
１１６

①獅（並びの法則：十二星座の一文字目）
②師（並びの法則：和風月名（９月から）の一文字目）
③庭（並びの法則：山陽本線停車駅（岡山-新倉敷）の一文字目）

前号の答え

岡山市市民憲章を知っていますか？
　　岡山市は美しい自然と豊かな風土に恵まれ、すぐれた教育文化の伝統を持っております。私たち市民
は、この岡山市を愛し市民であることを誇りにしていますが、さらに、みんなの努力と協力によって、
より美しく住みよい近代的民主社会を築いてゆくことを念願し、ここに岡山市民として実践してゆか
ねばならない日常生活の規範を定めます。

一　みんなに親切をつくし、あたたかい楽しいまちをつくりましょう。
一　秩序と規則を守り、明るい安全なまちをつくりましょう。
一　花や木をたいせつに育て、美しい緑のまちをつくりましょう。
一　紙くずやゴミの始末をよくし、気持ちよい清潔なまちをつくりましょう。
一　文化財をたいせつに守り、伝統あるゆかしいまちをつくりましょう。

岡山市町内会長等懇談会開催中止のお詫び

岡山市連合町内会
会長　永見　　勝

例）　十　　士　　今　　折　　夕

答）　古　　吉　　含　　哲　　名

　　　部首：口（くち）

①  士　音　中　奴　耳
　 □　□　□　□　□
②  十　京　生　寺　九
　 □　□　□　□　□
③  火　力　玄　介　共
　 □　□　□　□　□



◎常任理事会
第４回（10月１日）議題　今後の予定について他
第５回（11月26日）議事　岡山市町内会長等懇談会
　　　　　　　　　　　　について他
第６回（12月21日）議事　岡山市町内会長等懇談会
　　　　　　　　　　　　について
第７回（１月14日）議事　次年度の事業計画について他
◎理事会
第５回（10月11日）議事　今後の予定について他
第６回（12月14日）議事　岡山市町内会長等懇談会
　　　　　　　　　　　　について他
第７回（２月４日書面開催）議事　次年度の事業計画
　　　　　　　　　　　　　　　　について他
◎会計監査会議（10月13日）（１月19日）
◎専門委員会
・会報第38号編集委員会（11月18日）（１月20日）
　（２月10日）
・組織のあり方検討委員会（11月24日）
・男女共同参画専門部会（11月15日）
・ICT推進専門委員会（11月９日）
・子ども・子育て専門委員会（９月８日）
・町内会活性化検討部会（９月８日）（１月21日）
・共済制度運営委員会（１月18日）
◎町内会長等懇談会（開催中止）〈関連記事P1〉
◎岡山市長との懇談会（１月12日）〈関連記事P5〉

　岡山市連合町内会におかれましては、昭和38
年２月の結成以来、半世紀以上の長きにわた
り、包括的な住民自治組織として、市民福祉の
向上と安全・安心で個性豊かな地域づくりに多
大なご貢献をいただいております。歴代会長を
はじめ町内会活動に携わっておられる関係者の
皆様方には、郷土岡山を愛し、地域の発展を願
い、無私の精神で献身的に取り組んでこられて
おり、これまでのご尽力に対しまして、改めて
深く敬意と感謝の意を表する次第です
　さて、岡山市では、１月中旬以降、オミクロ
ン株の影響により感染が急拡大し、連日多数の
新規感染者が発生しています。新規感染者と自
宅療養者が急増する中、岡山市では保健所の体
制強化等を進め、重症化リスクに応じて安心し
て療養していただけるよう最大限務めておりま
す。３回目ワクチン接種につきましては、２回
目接種から６か月経過した方に順次、接種券を
発送しているところであり、円滑なワクチン接
種を推進しております。感染が幅広い年代へ広
がっており、市民の皆様におかれましては、今
一度、マスクの着用、手洗い等の基本的な感染
防止対策へのご協力をお願いいたします。
　岡山市では、新型コロナ対策を当面の市政の
最優先課題と位置付け、感染拡大防止とともに
コロナ禍で影響を受ける社会経済活動を一日も
早く回復させるべく必要な対策を速やかに講じ
てまいります。

■岡山市連合町内会の動き

■岡山県自治会連合会の動き

◎岡山商工会議所正副会頭との懇談会（12月10日）
 〈関連記事P5〉
◎岡山市各局との懇談会（11月19日）〈関連記事P6〉
（防災・内水）危機管理室・下水道河川局・産業観光局
◎岡山市各局との懇談会（１月26日）〈関連記事P6〉
（防災・教育）教育委員会・岡山っ子育成局
◎女性町内会長等懇談会（１月17日）〈関連記事P8〉
◎受賞報告
　◇岡山市有効表彰（11月３日）
　　目黒　宏平（鹿田）
　　岸本　俊男（弘西）
　◇永年勤続町内会長表彰状及び退任町内会長・
　　区長感謝状（12月２日）
・20年以上勤続単位町内会長…17名（表彰状）
・退任（5年以上勤続）単位町内会長・区長
　　　　　　　　　　　　    …46名（感謝状）
　◇自治会等地縁による団体功労者総務大臣表彰
　 （11月30日）
　　目黒　宏平（鹿田）

　◇秋の叙勲（11月３日）〈関連記事P14〉
　　矢根　亮二（石井）

■全国自治会連合会の動き
◎全国自治会連合会広島県福山大会
　開催延期
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◎中四国自治会連絡協議会
  開催延期

大森市長　ご挨拶

岡山市長　大森 雅夫

　まちづくり全般につきましては、「住みやす
さ」「力強さ」「安全・安心」の３つの視点を
大切にし、「市民と共に考え、行動する」とい
う意識をもって、これまで各分野で種を蒔き取
り組んできた、街なかの賑わいづくり、地域経
済の活性化、中山間・周辺地域の振興、公共交
通の利便性向上、子育て・教育や健康・福祉の
充実、防災・減災対策等の施策をより力強く推
し進め、岡山市の総合力を高め、市民生活の向
上と都市の持続的な発展に繋げてまいります。
　近年、核家族化や少子高齢化の進展、生活
様式や価値観の多様化等に伴い、住民相互の
連帯感や地域のつながりの希薄化が懸念され
る中、激甚化する自然災害やコロナ禍による
外出機会の減少等をきっかけに、人と人との
絆や地域コミュニティの重要性が改めて認識
されております。
　こうした時代において、地域住民を結ぶ要と
して、さらには地域住民と行政をつなぐ架け橋
として、社会福祉活動や自主防災組織による防
災活動など、様々な地域活動の推進に取り組ま
れている岡山市連合町内会の皆様方のお力は欠
かせないものと考えております。岡山市として
も、新年度からの町内会活動の充実に向け、さ
らなる支援を進めてまいります。今後とも、本
市のまちづくりに一層のご支援・ご協力を賜り
ますよう、お願い申し上げます。
　終わりになりますが、岡山市連合町内会のさ
らなる発展と皆様方のますますのご健勝とご活
躍を心からご祈念申し上げます。

岡山市南区箕島3566-1
TEL 086-281-0862

特別養護老人ホーム若宮園
令和４年５月新築移転オープン

総務大臣表彰



 !"#

$ %&

’()*+,-./012

! "!#"$#%%%&

3456789:;</7=

>?@ABC=@A DEF

 !GH

IJ7<KLMNO

PQB !RSTGHU’VW%# 

 !"#

岡山市連合町内会会報 岡山市連合町内会会報 314

　北区連合町内会長連絡協議会は、例年、７月に定期総会、11月に北区町内会長等懇談会、12月に
研修と親睦の会を開催し、隔年で北区内巡回視察研修ツアーを開催しています。
　この内、北区町内会長等懇談会は、北区の連合町内会長を始め町内会役員にも参加して頂き、市中心部，郊外地域，
中山間地域からなる北区の地域毎の現状・課題・課題解決への取り組みをワークショップ手法で共有し、参加者が地元
へ持ち帰ることで、町内会（地域）の防災力向上や地域の活性化への取り組みに繋げる会としています。
　又、北区内巡回視察研修ツアーは、北区の各地域を一日かけてバスで巡回し、特色のある地域づくりの活動や地域の
現状と活性化への取り組み状況を視察し共有すると共に、会員の親睦と相互理解を深める会としています。
　コロナ禍の今、これらの活動は中止を余儀なくされていましたが、去る12月３日御津公民館で令和３年度の定期総会

　令和 3 年４月9日（金）に岡山市中区役所において、令和 3 年度の中区連合町内会連絡協議会を
開催しました。中区の新旧区長の挨拶があり、中区役所の人事異動と主な動きについて説明を受けました。続いて中区連
絡協議会の役員改選を行い、会長：瀧本 孝（旭竜）、副会長：萩原 正彦（操明）・成田 昌士（三勲）、会計：長汐 良熊（幡
多）、事務局：小橋 一郎（富山）の各氏に決まりました。
　今後の活動については、新型コロナウイルス感染拡大の状況を見ながら検討する事としましたが、感染拡大の終息が見
えず中区町内会長等懇談会の開催が出来ませんでした。
　令和 3 年 11月８日（月）に岡山市中区役所において中区連合町内会連絡協議会を開催し、来る令和４年２月１３日（日）
開催の岡山市町内会長等懇談会で中区の活動報告について協議をしました。今回の講演内容「地域おこし」のテーマで
検討をしまして、宇野学区の「うのっこ食堂」の活動を報告して頂くことになりました。
　「うのっこ食堂」は平成 28 年８月開店し月2回開店していて、共働き世帯が増え、忙しいお父さん、お母さんの応援団
として活動されています。主な活動メンバーは高齢者ですが、時には中高生や大学生の参加もあり地域の学校園や公民館
との連携をして、地域づくりがされています。
　　　　 ※岡山市町内会長等懇談会の開催は中止となりました〈関連記事Ｐ1〉

北区連合町内会長連絡協議会

中区連合町内会連絡協議会 中区連合町内会連絡協議会
理事　那須　和夫

北区連合町内会長連絡協議会
事務局長　澤井　　博北区

中区

定期総会の様子 令和３年12月

　令和 3年秋の叙勲に際し、栄えある旭日単光章を受章する事が出来、感慨にふけっており
ます。これに勝る光栄はございません。
　思い起こすと、昭和町町内会長を拝命したのが、36 年前の 39 才の時でした。学区の開発
委員長として、発展の遅れていた岡山駅西口地区を、東口に追いつけ追いこせと、運動した
のが一番の思い出です。お支え下さった皆様に、感謝・御礼申し上げます。
　これからは、私共の学区が取り組んでおります、三つの街づくり（坪田譲治の街・福祉の街・
商業振興の街）に、生涯のライフワークとして、尚一層、精進させて頂きます。よろしくお
願い申し上げます。

地縁による団体（自治会）功労者に対する叙勲 石井学区連合町内会
会長　矢根　亮二
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を兼ねた会合を開催しました。先ず、令和３年度に着任された赤坂北区長に、
岡山市第６次総合計画後期中期計画のうち北区の取り組みについて講演いただ
きました。
　続いて開催した総会では役員改選、活動計画・予算が承認され、総会の最
後に、令和４年２月に建部町文化センターで開催予定の岡山市町内会長等懇談
会の運営方法と北区の発表者を決定した後に、一日でも早く新型コロナと共存
できる日が来ることを祈念し閉会しました。
　　　　※岡山市町内会長等懇談会の開催は中止となりました〈関連記事Ｐ1〉
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　ここ数年の、連合町内会長等懇談会の流れを見ていると大きく３つになっているように思われます。
　まず平成29年度辺りまでは、４区で課題・問題点を探し、事前に市の各部局で調整したのちに、懇談会の場で報告する形をとっ
ていた様に思われます。当然、イベント的な要素や講演会が併せて企画され、懇談会の場を盛り上げていました。
　平成 30 年 7月に岡山県域で大きな水害が発生し、防災の備えが行政にも町内・地域サイドにも求められ、また地域の高齢
化や弱体化が進み、いよいよ「待ったなし」の状況になったことから、会も次の段階になります。
　平成 30 年度には「防災の問題」、「高齢化と地域・町内活動」、「環境問題」など、地域が直面し避けて通れないテーマが事
前に示され、４区が検討課題を持ち寄り、パネルディスカッションで意見を交わす形が生まれたのかと思います。実際には、課
題の絞り方や時間と場所の制約の中では、町内会長の皆さんが参加者としての実感を持つことの難しさを感じながらも取り組ま
ねばならないことだと感じました。
　これからは具体的な方策について、地域も、行政も取り組む段階に来たと思います。
　東区連合町内会連絡協議会は予てより、①市中心部と周辺部との差、②就学環境の確保、③防災、④獣害対策等を訴えて
きました。
　今年度の懇談会は中止になりましたが、今回予定した報告は「山南学園　その経過」に関するもので、過疎化、高齢化に
直面する地域に対する、一つの解決策として４小学校、１中学校を統廃合し、少し広い学区を持った義務教育施設を開園する
ものです。
　ここに至るまでの、地域、学校、行政の連携はまさに課題解決の参考になるのではと考えます。
 ※岡山市町内会長等懇談会の開催は中止となりました〈関連記事Ｐ1〉

東区連合町内会連絡協議会

南区連合町内会連絡協議会 南区連合町内会連絡協議会
会長　遠藤　太郎

古都学区連合町内会
会長　人見　　亨

　南区連合町内会連絡協議会は毎年、南区役所幹部職員及び各町内会長が地域活性化及び地域住民との意見交換を行う目的
として開催しています。各学区において、様 な々要望が多 あ々る中で、市のみで対応出来ること又、国・県との協議を要するも
の等様 な々問題があります。南区連合町内会連絡協議会は要望について各学区に１～２件程度にして事前に要望事項を集約し
て具体的で意義のある充実した意見交換会となるよう行っています。
　　今回の議題
　　　　（1）外環状線及び国道２号線渋滞解消工事の進捗状況及び完成時期について
　　　　（2）用水に架かる橋梁と妹尾川の水位について　　　　（3）学区内の不法投棄防止策について
　　　　（4）小型巡回バス（マイクロバス）の運行　　　　    　　（5）町内会へ加入促進について
　　開　催　日　令和３年12月３日（金）
　　場　　　所　南区役所４Ｆ大会議室　午前 10 時
　現在上記要望については担当課及び現地町内会長が現地を確認調査実施しています。
　近時は若い世代の方が町内会行事等への参加が減少して、ともすれば住民同士の繋がりが希薄になりがちであるが住民が安
心して住みよい環境造りを目指して今後も推進を図って参りたいと決意を新たに致しました。
　　　　 　※岡山市町内会長等懇談会の開催は中止となりました〈関連記事Ｐ1〉

東区

南区

文化はまさに農村、自然に抗わず長を中
心に皆で協力し、皆で水の管理をし、皆で収穫に精を
出し、皆で収穫を喜ぶといった村共同社会のそれでし
た。農業で培ってきた農村社会は皆で助け合うのは日
常の延長でした。
　現在、農業は激減し、それぞれが関わり合いのない
生活となりました。関わり合いが無い故に無関心、非協
力的な環境が増えてきています。最近世間を脅かす諸々
の事件は、日常の「孤独」が遠因の一つになっているよ
うな気がしてなりません。忙しさにかまけ、その中での
関わり合いを未消化理解の「個人情報保護法」を盾に
避けているケースも見かけられます。
　今こそ町内会活動が、良い意味で隣人に関心を持ち、
声を掛け合い、近所付き合いをしながら、助け合いの
できる温かい関係が出来るきっかけになればと願ってい
ます。

芳田学区連合町内会
会長　松浦　純二

　「箕島」は今や住宅地が増え、住宅地風の佇まいを
見せていますが、つい 50 年程前には田園の広がる静か
な農村で、仲間意識が濃く長閑なところでした。そんな
箕島をご紹介。
　今から1000 年ほど遡り、源平の合戦のころの箕島は
平家の船団が行きかった「吉備の穴海」に浮かぶ島々
でした。「箕島」の名前の由来は古くは三島とも表記さ
れており、三つの島があったことから名付けられたと言
うのが一般的です。現在も小さな丘陵に「丸島」「小山」
「亀島（上の山）」の名称が残っています。室町の中期に
はこの小山に正福寺が建てられていますので鎌倉時代
に干拓が進んだものと思われます。
　当時の海は、高梁川と支流足守川の堆積作用により
次第に浅くなり、干潟の海を埋め立てて現在の陸地が
出来ました。江戸期池田光政公により大規模な干拓事
業が行われますがそれよりもずっと以前のことです。
　干拓されたとはいえ、塩分が多くまともな農業は難し
かったようで、そこで考えだされたのが塩に強い藺草 (イ
グサ ) 栽培でした。この藺草栽培が高い評価を得て、
活況を呈し、室町時代には京都相国寺鹿苑院へ畳表と
して納められたという文献が残されています。
　その後稲作へと変わり、それから何百年もの長い間
静かな農村風景が続いていました。風土からなる気質・

　芳田学区は市の南部に位置し、学区の中央を国道 2
号が東西に走っています。12 の単位町内で構成され、
世帯数は、4300 世帯になります。
　各種の団体の協力より、地域の活性化や、安全への
取り組みが行われています。「安全・安心ネットワー
ク」では、子供たちの安全を守るべく下校時を中心に
各町内会で青色防犯パトロールを月 14 回程度行って
います。社会福祉協議会では、毎年 5月に「3世代交
流こいのぼりウォーク」を毎年臨港鉄道跡地の遊歩道
のウォーキングで 3世代がにぎやかに交流を行ってい
ます。
　また、最近多い交通事故や詐欺の被害にあわないよ
う「交通安全・交通マナーと特殊詐欺に会わないため
に」と題して、南警察署による講演会も行いました。
　新型コロナの影響で毎年実施していた学区民の各町
内が色々な屋台を出し、うらじゃ踊りも催していた「夏
祭り」、各町内会対抗の「体育祭」や各種団体が協力
していただいて開催していた「コミュニティ文化祭」
が 2年連続で中止となる中、防災関係は何とか開催し
たいと、防災訓練を自衛隊・南消防署の協力をいただ
き屋外で行い、災害発生時の対応や、AEDの取り扱

我が郷土「箕島」

地域の団体による安全・安心のまちづくり
い講習に約 200 人の参加をいただきま
した。
　地域の高齢化も進む中、未来を担う子供たちと高齢
者の安全・安心を各種団体の協力をいただきながら、
学区全体を支えていきたいと思います。
　今後とも会員の皆様のご協力をよろしくお願いいた
します。

交通安全・交通マナー講習会

小山に建つ「正福寺」

防災訓練

箕島学区連合町内会
副会長　橋本　隆文
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　令和４年１月12日に市役所会議室にて「今後の市政の方向と安全・安心で魅力あるまちづくり」を
テーマに、市長と連合町内会役員が下記の点について懇談を行いました。
　○岡山市のこれからのまちづくりについて
　　・経済面では、この５年間でGDP が8.5％成長し、住みやすさの面では、待機児童も減少しております。安全安心

も、自主防災組織は９割を超える組織率になりました。まだ、交通渋滞の解消など取り組むことは多々あります
が、それぞれの地域特性に応じた整備が必要だと思っているところです。

　○今後、発生が想定される南海トラフ巨大地震等の災害への対応について
　　・最悪を考えた津波の避難場所の調整を進め、ハザードマップ等を作成して一つ一つ問題点を片付けていくといっ

たことが必要だと思う。
　○防犯上の観点からの町内会等への支援について
　　①防犯カメラの設置時には市の補助制度があるものの、維持費等の負担も大きいため支援の充実をお願いしたい
　　・助成を再開しました。令和２年度末の防犯カメラの設置台数は、706台です。今後とも、この設置台数を増やし

ます。
　　②増加している野良犬の対応に苦慮しており、近隣住民に被害が出ないか心配しています。
　　・檻などを設置して捕獲に努め、野犬に餌をやらないようにお願いしております。また、新しい飼い主を見つける

ための訓練などを、譲渡先の関係団体や、ボランティアの方々と共有して実施しています
　　③保健所の協力により、餌を与えないようチラシを作成してもらったが、注意しても効果がないため、条例等で取
　　　り締まることはできないか

　令和 3 年 12月10日（金）　岡山商工会議所　3階談話室にて懇談会を開催しました。出席者は岡山商
工会議所より松田久会頭他 9名、岡山市連合町内会より永見勝会長他６名でした。出席者紹介の後懇談
会に移りました。
　〇町内会活動に関すること
　　高齢化になって若者の町内会参加はどうか、町内会の魅力が薄れてきているのでは、役員活動の任期が短くなり、

市長との懇談会

岡山商工会議所との懇談会

岡山市連合町内会
常任理事　黒住　輝久

岡山市連合町内会
常任理事　山﨑　和輝

旭竜学区連合町内会
会長　瀧本　　孝

　旭竜学区の高齢化率は 37.8％で、中区で一番高齢化
率の高い学区です。このため、「福祉の町旭竜」として、
民生委員・児童委員を中心に、従来から助け合い活動が
活発に行われてきました。この活動を補完し、みんなが
幸せに暮らせるように、助け合いの輪をさらに広げようと、
連合町内会も加わり、平成 30 年 11月、「旭竜学区支え
合い推進協議会」を発足させました。
　推進協議会では、平成 31年２月、学区内の 65 歳以
上の世帯を対象に、どのようなことが必要とされている
か、把握するため、アンケート調査を実施しました。そ
の結果、「庭の手入れや買い物に困っている」という意見
があり、また一方では、「困っている人を助けたい」とい
う回答がありました。これらの結果を踏まえ、令和２年
７月、推進協議会の中に「旭竜助け合い隊」を創設し、
令和２年９月より活動を開始しました。
　助け合い隊の活動は、病院付き添い、買い物代行、
ごみ出し、家事手伝い、草取り、介護相談などで、日常
生活における困りごとをほぼカバーしています。学区民で
あれば、どなたでも利用できます。高齢者に限りません。
　サポート希望者は、専用の携帯電話を持つコーディネー
ターへ連絡、コーディネーターはサポーターへ支援を指示
します。
　コーディネーターは４名で、１週間で交代します。サポー
トするのは、登録したサポーター25 名です。サポート料

　明治 25 年（1892 年）7月、若き日の文豪夏目漱石は、
大学の夏休みを利用し岡山へとやって来ました。漱石の岡
山訪問の目的は、亡き兄の嫁小勝が、岡山で再婚する事
から、夏目家を代表して、婚家先の金田村の岸本昌平宅
に結婚祝いを届ける事でした。
　岡山での滞在は約1ヶ月。その間美しき兄嫁との再会、
金田村での青春物語、正岡子規との友情物語、そして旭
川の大洪水による被災と、若き日の文豪にとっては忘れら
れない日 と々なった筈です。
　それから100 年、この史実は語り継がれて歴史の書にも
残されました。しかし、小勝が嫁いだ岸本家は絶家、「こ
れでは漱石の岡山での思い出が消えてしまう」そう思った
私は、2013 年から地元の上南公民館や地域住民の方 と々
一緒に、漱石の足跡を残す活動を開始しました。
　2013 年には岡山城東ＬＣと漱石ロードの看板を設置。
2016 年 12月には第 1回漱石フォーラムを上南公民館で開
催。以来５回のフォーラムを企画。毎回平均して100 名以
上の方にご参加頂いています。
　又 2017年度から岡山市歴史の町しるべ看板事業に申請
し、漱石と小勝の歴史看板が岡山市により設置されました。
そして 2019 年１月、漱石の岡山訪問原点の地に記念碑を
設置しました。石碑には、岡山滞在中、正岡子規に対して
詠んだ句を刻みました。漱石が岡山で唯一残した置き土産
です。

暮らしの困りごとを支援

金は１人 30 分ごとに 250 円。ごみ出しは１回100 円。
　サポートを受けた人は、「安い料金で非常に助かった」
と喜び、サポーターは、「サポートした人に喜ばれて、幸
せな気持ちになった」と言い、やり甲斐を感じています。

活動の様子

懇談の様子

懇談の様子

岡山市「歴史の町しるべ看板 漱石記念碑

漱石ロード看板

開成学区連合町内会
副会長　小泉　　真漱石の足跡を伝える

　2021年からは、改修した醤油蔵を使用してマルシェを開
催。毎回多くの方にご来場頂いています。最近では、テレ
ビや雑誌等でも取り上げられる場所になりました。
　これからも漱石ロードを通して、地域の歴史を伝えて参
りたいと思います。 地域の困りごと解決の窓口としての機能が働かなくなって困っている、又防犯カメラの設

置状況はどうか、放課後児童クラブへの加入状況はどうか等意見交換が行われました。
　〇市内に魅力を発信する居場所、町づくり等に関すること
　　コンパクトシティ、緑化・木陰を作り散策の場、北長瀬の操車場跡地に賑わいの場、子
どもの居場所を作り大人との交流を図り、地域の新たな魅力を発信する等地域貢献や経
済の活性化、スポーツ振興など地域に根付いた活動等岡山の町作りに頑張っているとの
お話をお聞きしました。

　　・餌を与えた人にペナルティを課せば効果が出るのか分かりません。現実的にどうやっ
たらその被害が無くなるかを詰める必要があると思います。

　○障がい児を受け入れるための環境整備について
　　①特別支援教育の充実を図るためには、障害度合によって支援員の充実確保が不可欠で
　　　あると考えています
　　・保育と義務教育の二段階に分かれると思いますが、拠点園を設けるなどして、障害を

持った児童を受け入れるよう考えています。また、特別学校、学区の問題もあわせた
かたちで考えていきたと思います。



　令和４年１月２６日に市役所にて、岡山市教育委員会、岡山っ子育成局との懇談を行いました。
○警報発令に伴う臨時休校等の扱い
　気象警報発令等による臨時休業・休園等の判断状況については、朝６時 30 分の時点で、暴風・大雪・暴風雪の各警報や、
特別警報が発令されていれば、小中学校、放課後児童クラブ、幼稚園・認定こども園は休みとなり、保育園のみが、特別警報
発令時に休みとなります。
　ただし、各地域で地勢や気象等の状況が違うため、学校、園等が危険と判断すれば大雨警報でも休みとなる場合があります。
最終判断は各学校で行っています。
○通学路の状況把握、安全確保
　通学路については、全小学校区で425 件の合同点検行い、令和 4、5年で137カ所を改修する予定です。
他の箇所は地域の同意を要すなど地域の方との相談も必要になってくるため、今後の対応になると思います。
今はしっかり安全指導を行うなど、できるところから行うよう考えています。
　市各局から説明を聞き、通学中の安全確保の指導や、交通安全の周知、通学路の危険箇所の把握に
ついて、各地域の話をよく聞いて欲しいなどの依頼を行いました。

　令和 3年 11月19日、市役所会議室で、内水対策について、危機管理室・下水道河川局・産業観光局と懇
談をしました。各局より以下の説明がありました。
危機管理室より
〇５月20日より警戒レベルの表示が変わりました。
〇洪水等、土砂災害のハザードマップの改定を進めています（３月末頃の予定です）。
下水道河川局より
〇平成 23 年の浸水被害を受けて、岡山市・市民・事業者が、一体となって、対策を行なう「理念条例」を制定しました。
〇倉安川の改修や山崎地区・笹ケ瀬川西岸・浦安・津島などのポンプの設置及び計画・対策を検討しています。
産業観光局より
〇大雨が予想される時には、農業用水路も活かして、事前に水位を下げる計画です。
　以上の説明に対する質問と返答。
〇ハザードマップについて、ポンプが稼働した時の表示はできないか。→稼働時の状況によって変わるため
　表示は、むずかしい。
〇古都地区には、まだ農振等が残っているためポンプまでの水路は確保されているのか。またポンプの能力
　は、発揮されているのか。放流先に問題はないのか。→水路が確保されてないところもあるので、 放流先
　が、市の管理でなく独自で対応がむずかしい。自助・共助（土のうを配るなど）での対応をお願いしている。
〇用水路の護岸に使用している鋼矢板が老朽化して倒れるのでは。→現状を確認して根固め工事などを
　行なう。
　短時間のため充分な討議ができませんでした。
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懇談会の様子

懇談会の様子

御津南連合町内会
会長　加藤　公彦

　本来でしたら昨年記念行事を予定していましたが、コ
ロナ禍により一年遅らせての開催となりました。
　その予定日の3日前にもまた、コロナの感染拡大で再
度延期になり、執筆中の開催はできなくなりました。
　御津南小は、昭和 47年に宇垣、葛城小の統合により
開校しました。そして平成 17年には岡山市との合併によ
り、御津町から岡山市立御津南小学校として現在 50 周
年をむかえております。
〇実行委員会立ち上げ
　地域・PＴＡ・学校で組織され総勢 30 名で 1昨年結
成しました。
〇実行委員会からの贈り物
　二宮金次郎像台座・50周年記念誌・記念レリーフ
　式典の前日二宮金次郎台座の除幕式を行います。台
座には「未来を拓く人に」の文字を刻んでいます。この
ことばは、南小の子ども達が将来がんばって未来を拓く
人になってほしいという願いをこめて彫らせてもらいまし
た。

御津南小創立５０周年記念

　当日の式典では、オープニングに和太
鼓演奏があります。
　この演奏は 6 年生が練習して、学校だけでなく地域で
も演奏して喜ばれています。
　特色は 6 年生が 5 年生に教え、その 5 年生が 6 年生
になると次に教えていく、このように代々引継がれていく

岡山市各局との懇談会（教育）

岡山市各局との懇談会

岡山市連合町内会
常任理事　赤枝　和寛

岡山市連合町内会
副会長　　園　　茂
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会　　頭　 松　田　　　久
副 会 頭　 石　井　清　裕
副 会 頭　 髙　谷　昌　宏
副 会 頭　 勝　矢　雅　一
副 会 頭　 森　　　健太郎
副 会 頭　 岡　本　典　久
専務理事　 髙　橋　邦　彰

芳泉学区ラジオ体操の会 芳泉学区連合町内会
会長　中村　俊正

　芳泉学区は市内において有数のマンモス学区であり、芳泉小学校が昭和 53 年に開校
以来今日まで芳泉学区ラジオ体操の会を 44 回継続して開催しています。
　学区の住民が一同に会して体力の増進を図ったり、親睦の輪を広げ地域の連帯感を高める事を目的
としています。参加者全員によりラジオ体操を行い爽快な気持ちで、芳泉幼稚園・芳泉小学校・芳泉
中学校の草取りや校庭清掃を行い、学区の児童・生徒達が気持ちよく２学期のスタートを迎えられる
ようにと当学区の先輩諸氏が築き継がれた行事を小学校開校以来行っています。
　当学区は幼稚園・小学校・中学校・芳泉高校がすべて隣接しており、近時は若い世代の方の転入者
が多い事から相互交流の場として地域の輪を広め、併せ地域活動への参画を促す事を願い学区の行事
としています。幼稚園児や児童達がお父さん、お母さんと一緒に奉仕作業を行っている様子は本当に
微笑ましい光景であります。800 ～ 1000 人の参加者があります。ともすれば住民同士の繋がりが希薄
になりがちでありますが各協働団体の協力により住みよい芳泉学区を目指し今後も活動を展開して行
きます。

芳泉学区ラジオ体操の会
全員そろってラジオ体操 幼稚園・小学生が清掃作業

( 草取り )
中学生も清掃作業を頑張って
います

すばらしい伝統です。
　式典の後も演奏を予定
しています。
　おわりに、50 周年記念
事業に、１年延期の長期
に渡りご協力くださった実
行委員会、地域・学校の
皆様に感謝申し上げ、延
期の日、3月5日の式典が
予定どおり開催できること
を願い、ペンを置きます。

式典冊子〈令和4年3月5日（土）開催予定〉



　昨年４月、電子町内会全体の継続・発展に向け優れた
コンテンツ作成に尽力された町内会を表彰することで、よ
り一層のコンテンツの充実を図るために、利活用コンテス
ト2021を実施しました。
＜投票期間＞令和３年９月24日（金）～11月16日（火）
＜投票結果＞
【フォト部門】町内会えりすぐりの写真に投票

【自由テーマ部門】　町内会の特集ページに投票
１位 富山学区連合町内会　  ２位 操明学区連合町内会　  ２位 海吉出村町内会

【全町内会対象形式】投稿記事数が期間内に多かった連
合町内会・単位町内会３町内会をそれぞれ表彰しました。

連合町内会 単位町内会
１位 操南学区連合町内会 母谷区自治会
２位 西学区連合町内会 牟佐町内会
３位 操明学区連合町内会 中井町内会

投票していただいた方、エントリーに参加された町内会の
皆様、ありがとうございました。
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上道公民館・上道地域センター完成

思いやりのある町作りを目指して
　私の目指す町内会活動は「住む人々が安全・安心に暮らせる町づくり」を問題意
識の底流に置いています。
　当面、喫緊の問題は「南海トラフ地震」対策です。現在を取巻く危機の中で最
も注目し恐れなければならないことです。国交省の白書によれば地震の大きさM8
～ 9、最大震度 7，最大津波 10 ｍ、死者 30万人超を想定しています。それもい
つ起こってもおかしくない状況です。
　現在国及び岡山市の指導により、多くの町内会が避難場所の施設を整備し、道
具をそろえて、歓迎しない「いざ」に対し準備を進めていますが、これで大丈夫な
のだろうか？と常々思っています。
　地縁のつながりも希薄になった現在、隣近所は見知らぬ人ばかり。これで「万
が一」が起こった際うまくいくでしょうか？多分各人が自分勝手に右往左往するば
かりです。更に過剰すぎる個人情報保護法の誤解理解が無関心に拍車をかけて
います。
　これでは素晴らしい施設も、道具も「画餅」になってしまいます。災害が起こっ
た際に、何が一番重要か？それは、地元の人たちの助け合いなのです。阪神大震
災でも実証されています。
　地震が起こった際に人的被害を最も少なくする方法は 2点です。
⑴みんなで助け合う交流、関係を作り上げること（イベントの活性化）
　対策　①箕島鯉のぼりフェアー　　　②妹尾・箕島ふるさとさくら祭り
　　　　③箕島ふるさとウォーキング  　④箕島敬老会
　　　　⑤箕島地区合同クリーン作戦
⑵設備、道具、防災対策の啓蒙
　対策　①防災訓練（小学校共催）の実施　②各町内会での防災研修の実施
　　　　③防災食教室の実施　　　　　　   ④避難対策での少年院との協業
　防災対策での情報交流を各町内会と積極的に実施していきたいと考えています。

御休学区連合町内会
会長　竹井　秋人

箕島学区連合町内会
会長　木梨　厚忠

岡山市電子町内会について 利活用コンテスト2021の結果

　岡山市電子町内会では、町内会、学区・地区連合町
内会が独自のホームページを作り、地域のイベント、話題、
防災情報などを掲載しています。

https://townweb.e-okayamacity.jp/
　電子町内会には町内会の楽しい行事の写真や、ために
なることなどなどいろいろな情報が載っています。
　どうぞよろしくお願いいたします！

～電子町内会はこんなふうに使っているところもあります～
①町内の配布物に２次元バーコードをつけて、それをか
　ざせば、電子町内会でも見ることができます。

②公会堂・コミュニティハウスの予約や行事予定などカレ
　ンダーを使って管理しています。

これからも電子町内会をよろしくお願いいたします。

１位

３位

２位

第３位　操南学区連合町内会
藻を素早く袋詰めするボランティア中学生

学区内の池 ドローンとビデオカメラでお邪魔します（13） 出村に伝わる歴史遺産

このＱＲコードを
スマートフォンで読み込む

第１位 富山学区連合町内会
生育した稲は青田刈りして正月飾りの材料に

第２位　操明学区連合町内会
朝から雨。 通学路に傘の花が咲きました。

　東区東平島に新築移転した「上道公民館・上道地域センター」が、完成し 2021 年 12
月 19 日に落成式が行われました。別々の建物だった公民館と地域センターを一体的に整
備されました。
　2018 年７月の西日本豪雨では砂川が、氾濫して東区平島地区をはじめとして甚大な浸水被害が発生し
たために建物を２ｍかさ上げし防災機能を強化しました。一体化されたので地域住民の利便性がまし、
集いの場となり活性化につながる場になりました。
　１階に住民サービスを担う地域センターや公民館事務所と実技室・中央部は吹き抜けとし約８千冊を
蔵書する図書コーナーなどを配置しております。
　２階は公民館講座などで使う講座室・料理教室・美術工芸室・茶道に対応した和室などが配置されて、
いろいろと工夫された明るく開放的な鉄骨２階建ての建物（約 1220㎡）になりました。
　旧上道公民館（71年築）と旧上道地域センター（木造・54年築）は、耐震性を満たしておらず地元は
新築移転の要望をしていました。2018 年から地域は、合築検討委員会などを設置し、市といろいろと協
議し地域住民説明会を経て決まりました。素晴らしい建物ができましたので集いの場に活用して地域の
発展につなげて行きたいです。

外　観

防災訓練（小学校共催）

妹尾・箕島さくら祭

上道公民館 上道地域センター

●岡山市連合町内会会報広告　H50mm×W190mm
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トカゲ騒動で見えてきたこと
　昨年、10月24日、岡山市中区原尾島のアパートから、１ｍのアルゼンチンテグーという種
類のトカゲが逃げたと、全国放送されました。
　中区原尾島は、五つの町内会に分かれていますが、ニュース動画から、町内会は分かりました。
　岡山中央警察署が捜索していましたが、話を聞いても、何も教えて貰えません。
　町内会長としては、住民の安全を考え、早期発見の手伝いをしたかったのですが、日曜日と言うこともあり、
なかなか情報が入いらず、動きが取れませんでした。 
　25日には、何故か、隣の三勲小学校正門で、警察官が登校見守りをしているところがテレビ放映されましたが、
トカゲが逃走した学区の宇野小学校には、報道陣は全く来ませんでした。
　26日に岡山中央警察署生活安全課に行き、捜査ではなく捜索なので、当該の町内会長や、連合町内会長
への連絡はないのか、捜索の手伝いは出来ないのかとの話をしましたが、答えは、連絡網もなく、また、そ
う言う連絡はするようになっていない、危険な作業は、一般の方には任せられないと言うことでした。
　宇野小学校･操山中学校へは、25日月曜日に、教育委員会から、トカゲ逃走のファックスが、届いただけで、
中区長に話を聞くと、中区役所へは、一切連絡はありませんでしたというこ
とです。中央警察署は岡山県警察の管轄であり、中区役所は岡山市の管轄
で、お互いに連絡をするようにはなっていないとのことです。
　今後は、中区長、宇野小学校･操山中学校校長とは、何かあればお互いに、
連絡しあうことにしました。
　縦割り行政の溝が大きいことを再認識させられた騒動で、トカゲは見つか
らないまま、26日までで捜索は打ち切られました。

宇野学区連合町内会
会長　服部　和博

アルゼンチンテグー

おいしいデザートのお菓子をどうぞ‥

株式会社ドンレミー 岡山工場
岡山市南区藤田 566-276　☎ 086-250-0511

ドンレミーアウトレット岡山店
岡山市南区藤田 566-276　☎ 086-296-2871

図－１　現在の岡山平野

図－２　6000 年前の岡山平野

図－ 3　日本のゆれやすさ分布

吉備学区連合町内会 会長　西村　輝
岡山大学 非常勤講師（地盤防災工学）

　私たちの暮らしている岡山は、「晴れの国岡山」のキャッ
チフレーズにある通り、年間の日照時間が長いことで知ら
れている。同時に降水量が少ないにも拘らず、中国山脈
から３河川で多くの水が確保されています。
　では、岡山平野の生立ちを見てみよう。図―1に現在
の岡山平野の地形を示しました。
図－２には 6000 年前（縄文時代）の岡山平野の地形を
示しました。ご存知の方もおられると思いますが、縄文
時代は現在より海水面が３ｍ程高かったとされています。
この時代岡山平野は吉備の穴海と称され巨大な内湾を形
成していました。その後、海水面の低下と共に粘性土が
堆積して岡山平野が形成されてきました。地盤の年代か
らすると6000 年は一瞬の出来事に等しく生まれたての地
盤と言え、非常に柔らかい状態です。もう少し詳しくお話
しすると、この柔らかい地層は10 ｍ程度の深さまで分布
しており、その下には丈夫な砂利（砂礫）層が有り、こ
の砂利層が大きなビルを支えています。
　岡山平野は、日本のゆれやすい地域ベスト３に入って
いる事をご存知でしょうか。図－３には日本のゆれやすさ
を示したが、名古屋、新潟、岡山が（人口や社会資本等
を考慮した上）その３地域になります。
　ゆれやすいと言うことは、当然地震時の揺れが大きく

◆防災コラムその１（岡山平野のリスク）

なり、被害も増加することになります。そのことを踏まえ
た上で、日常を送り生活していただきたいと思います。
　岡山平野にお住まいの方、また、家族・親戚・知人・
友人・恋人が、この３地域にいらっしゃる場合は「ゆれや
すい地域ですよ」と知らせてあげてください。

◆地域防災に女性の参画を 城東台学区連合町内会
会長　堀田　裕子

　岡山市連合町内会「男女共同参画専門部会」では、今年度、地域防災の視点から男女共同参画推進の
重要性について考えてみようということになりました。
　１月17日開催の岡山市女性町内会長等と岡山市連合町内会との懇談会では、はじめに、岡山市危機管理室の田村隆
洋氏より、「地域防災への女性の参画の推進」と題する講演を聞きました。その要旨は①災害時に女性が抱える課題を軽
減するには、自主防災組織の活動に関する意思決定の場に女性の参画が必要である。②女性の参画によって、避難所の
開設・運営に関して一人一人のニーズに対応した運営が可能になる。③避難生活をする上で、女性や子供なども要望や意
見が言えるようになり、「できる人が、できることを、できるだけ行う」といった活動ができる。さらに、④平時における
活動についても、個別避難計画作成時に向けた戸別訪問の時、女性の方が住民からの聞き取りがしやすい面があり、女
性と男性の異なるニーズや課題が的確に把握できるといった内容でした。
　講演後の意見交換会では、「今まで気づかなかった女性の困りごとに気づくことができたの
で、これからは積極的に女性の参画を進めていきたい」という男性町内会長さんや、「地域防
災で、こんなことをしたいという強い思いで取り組んだ結果、他の役員さんの協力も得られて、
やりたいことができた」という女性町内会長さんのご意見もいただきました。
　地域防災は、地域住民の命を守るという大切な使命があります。男女共同参画の推進によっ
て、住民の皆さんが安全・安心な暮らしができる町内会づくりを目指しましょう。 懇談会の様子

足守の誇り   二人の偉人
　足守は古くから開かれ、平安末期、京都・神護寺の荘園として栄え江戸期に豊臣秀吉の
正室「北政所（ねね）の兄木下家定を藩祖とする陣屋町が形成されました。今も近水園をはじめ旧家老
邸や侍屋敷など城下町のなごりを残しています。そして、江戸末期の蘭学者で大坂に適塾を開き福沢諭
吉など多くの著名人を育てた緒方洪庵、白樺派の歌人木下利玄の生誕地でもあります。
　二人の偉人遺産を後世に語り継ごうと平成 2年地元有志により発足し、平成 3年緒方洪庵について小
学校 6年生を対象に「緒方洪庵賞作文コンクール」を創設し、今回は記念すべき節目の 30回を迎えるこ
とが出来ました。平成 8年には中学 2年生を対象に「木下利玄賞作文コンクール」を創設し 24回となり
ます。今回も２賞に 80作品の応募を頂きました。足
守の輩出した二人の偉人を児童・生徒が誇りに思い
人生の一つの目標や理想像として位置づけてよく理
解されており、足守に生まれ育ったことに誇りを持
ち、郷土愛を育んで頂くことを目標にしております。
作文コンクールは、岡山市教育委員会、教育関係者、
保護者からも高い評価を頂いています。
　歴史的・文化的遺産の多い足守にぜひお越し下さ
い。「おもてなし」の心でお待ちしております。

岡山市近水観光振興会
会長　垪和　陽子

表　彰　式
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トカゲ騒動で見えてきたこと
　昨年、10月24日、岡山市中区原尾島のアパートから、１ｍのアルゼンチンテグーという種
類のトカゲが逃げたと、全国放送されました。
　中区原尾島は、五つの町内会に分かれていますが、ニュース動画から、町内会は分かりました。
　岡山中央警察署が捜索していましたが、話を聞いても、何も教えて貰えません。
　町内会長としては、住民の安全を考え、早期発見の手伝いをしたかったのですが、日曜日と言うこともあり、
なかなか情報が入いらず、動きが取れませんでした。 
　25日には、何故か、隣の三勲小学校正門で、警察官が登校見守りをしているところがテレビ放映されましたが、
トカゲが逃走した学区の宇野小学校には、報道陣は全く来ませんでした。
　26日に岡山中央警察署生活安全課に行き、捜査ではなく捜索なので、当該の町内会長や、連合町内会長
への連絡はないのか、捜索の手伝いは出来ないのかとの話をしましたが、答えは、連絡網もなく、また、そ
う言う連絡はするようになっていない、危険な作業は、一般の方には任せられないと言うことでした。
　宇野小学校･操山中学校へは、25日月曜日に、教育委員会から、トカゲ逃走のファックスが、届いただけで、
中区長に話を聞くと、中区役所へは、一切連絡はありませんでしたというこ
とです。中央警察署は岡山県警察の管轄であり、中区役所は岡山市の管轄
で、お互いに連絡をするようにはなっていないとのことです。
　今後は、中区長、宇野小学校･操山中学校校長とは、何かあればお互いに、
連絡しあうことにしました。
　縦割り行政の溝が大きいことを再認識させられた騒動で、トカゲは見つか
らないまま、26日までで捜索は打ち切られました。

宇野学区連合町内会
会長　服部　和博

アルゼンチンテグー

おいしいデザートのお菓子をどうぞ‥

株式会社ドンレミー 岡山工場
岡山市南区藤田 566-276　☎ 086-250-0511

ドンレミーアウトレット岡山店
岡山市南区藤田 566-276　☎ 086-296-2871

図－１　現在の岡山平野

図－２　6000 年前の岡山平野

図－ 3　日本のゆれやすさ分布

吉備学区連合町内会 会長　西村　輝
岡山大学 非常勤講師（地盤防災工学）
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　では、岡山平野の生立ちを見てみよう。図―1に現在
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◆防災コラムその１（岡山平野のリスク）
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◆地域防災に女性の参画を 城東台学区連合町内会
会長　堀田　裕子
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洋氏より、「地域防災への女性の参画の推進」と題する講演を聞きました。その要旨は①災害時に女性が抱える課題を軽
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性と男性の異なるニーズや課題が的確に把握できるといった内容でした。
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災で、こんなことをしたいという強い思いで取り組んだ結果、他の役員さんの協力も得られて、
やりたいことができた」という女性町内会長さんのご意見もいただきました。
　地域防災は、地域住民の命を守るという大切な使命があります。男女共同参画の推進によっ
て、住民の皆さんが安全・安心な暮らしができる町内会づくりを目指しましょう。 懇談会の様子

足守の誇り   二人の偉人
　足守は古くから開かれ、平安末期、京都・神護寺の荘園として栄え江戸期に豊臣秀吉の
正室「北政所（ねね）の兄木下家定を藩祖とする陣屋町が形成されました。今も近水園をはじめ旧家老
邸や侍屋敷など城下町のなごりを残しています。そして、江戸末期の蘭学者で大坂に適塾を開き福沢諭
吉など多くの著名人を育てた緒方洪庵、白樺派の歌人木下利玄の生誕地でもあります。
　二人の偉人遺産を後世に語り継ごうと平成 2年地元有志により発足し、平成 3年緒方洪庵について小
学校 6年生を対象に「緒方洪庵賞作文コンクール」を創設し、今回は記念すべき節目の 30回を迎えるこ
とが出来ました。平成 8年には中学 2年生を対象に「木下利玄賞作文コンクール」を創設し 24回となり
ます。今回も２賞に 80作品の応募を頂きました。足
守の輩出した二人の偉人を児童・生徒が誇りに思い
人生の一つの目標や理想像として位置づけてよく理
解されており、足守に生まれ育ったことに誇りを持
ち、郷土愛を育んで頂くことを目標にしております。
作文コンクールは、岡山市教育委員会、教育関係者、
保護者からも高い評価を頂いています。
　歴史的・文化的遺産の多い足守にぜひお越し下さ
い。「おもてなし」の心でお待ちしております。

岡山市近水観光振興会
会長　垪和　陽子

表　彰　式



　昨年４月、電子町内会全体の継続・発展に向け優れた
コンテンツ作成に尽力された町内会を表彰することで、よ
り一層のコンテンツの充実を図るために、利活用コンテス
ト2021を実施しました。
＜投票期間＞令和３年９月24日（金）～11月16日（火）
＜投票結果＞
【フォト部門】町内会えりすぐりの写真に投票

【自由テーマ部門】　町内会の特集ページに投票
１位 富山学区連合町内会　  ２位 操明学区連合町内会　  ２位 海吉出村町内会

【全町内会対象形式】投稿記事数が期間内に多かった連
合町内会・単位町内会３町内会をそれぞれ表彰しました。

連合町内会 単位町内会
１位 操南学区連合町内会 母谷区自治会
２位 西学区連合町内会 牟佐町内会
３位 操明学区連合町内会 中井町内会

投票していただいた方、エントリーに参加された町内会の
皆様、ありがとうございました。
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上道公民館・上道地域センター完成

思いやりのある町作りを目指して
　私の目指す町内会活動は「住む人々が安全・安心に暮らせる町づくり」を問題意
識の底流に置いています。
　当面、喫緊の問題は「南海トラフ地震」対策です。現在を取巻く危機の中で最
も注目し恐れなければならないことです。国交省の白書によれば地震の大きさM8
～ 9、最大震度 7，最大津波 10 ｍ、死者 30万人超を想定しています。それもい
つ起こってもおかしくない状況です。
　現在国及び岡山市の指導により、多くの町内会が避難場所の施設を整備し、道
具をそろえて、歓迎しない「いざ」に対し準備を進めていますが、これで大丈夫な
のだろうか？と常々思っています。
　地縁のつながりも希薄になった現在、隣近所は見知らぬ人ばかり。これで「万
が一」が起こった際うまくいくでしょうか？多分各人が自分勝手に右往左往するば
かりです。更に過剰すぎる個人情報保護法の誤解理解が無関心に拍車をかけて
います。
　これでは素晴らしい施設も、道具も「画餅」になってしまいます。災害が起こっ
た際に、何が一番重要か？それは、地元の人たちの助け合いなのです。阪神大震
災でも実証されています。
　地震が起こった際に人的被害を最も少なくする方法は 2点です。
⑴みんなで助け合う交流、関係を作り上げること（イベントの活性化）
　対策　①箕島鯉のぼりフェアー　　　②妹尾・箕島ふるさとさくら祭り
　　　　③箕島ふるさとウォーキング  　④箕島敬老会
　　　　⑤箕島地区合同クリーン作戦
⑵設備、道具、防災対策の啓蒙
　対策　①防災訓練（小学校共催）の実施　②各町内会での防災研修の実施
　　　　③防災食教室の実施　　　　　　   ④避難対策での少年院との協業
　防災対策での情報交流を各町内会と積極的に実施していきたいと考えています。

御休学区連合町内会
会長　竹井　秋人

箕島学区連合町内会
会長　木梨　厚忠

岡山市電子町内会について 利活用コンテスト2021の結果

　岡山市電子町内会では、町内会、学区・地区連合町
内会が独自のホームページを作り、地域のイベント、話題、
防災情報などを掲載しています。

https://townweb.e-okayamacity.jp/
　電子町内会には町内会の楽しい行事の写真や、ために
なることなどなどいろいろな情報が載っています。
　どうぞよろしくお願いいたします！

～電子町内会はこんなふうに使っているところもあります～
①町内の配布物に２次元バーコードをつけて、それをか
　ざせば、電子町内会でも見ることができます。

②公会堂・コミュニティハウスの予約や行事予定などカレ
　ンダーを使って管理しています。

これからも電子町内会をよろしくお願いいたします。

１位

３位

２位

第３位　操南学区連合町内会
藻を素早く袋詰めするボランティア中学生

学区内の池 ドローンとビデオカメラでお邪魔します（13） 出村に伝わる歴史遺産

このＱＲコードを
スマートフォンで読み込む

第１位 富山学区連合町内会
生育した稲は青田刈りして正月飾りの材料に

第２位　操明学区連合町内会
朝から雨。 通学路に傘の花が咲きました。

　東区東平島に新築移転した「上道公民館・上道地域センター」が、完成し 2021 年 12
月 19 日に落成式が行われました。別々の建物だった公民館と地域センターを一体的に整
備されました。
　2018 年７月の西日本豪雨では砂川が、氾濫して東区平島地区をはじめとして甚大な浸水被害が発生し
たために建物を２ｍかさ上げし防災機能を強化しました。一体化されたので地域住民の利便性がまし、
集いの場となり活性化につながる場になりました。
　１階に住民サービスを担う地域センターや公民館事務所と実技室・中央部は吹き抜けとし約８千冊を
蔵書する図書コーナーなどを配置しております。
　２階は公民館講座などで使う講座室・料理教室・美術工芸室・茶道に対応した和室などが配置されて、
いろいろと工夫された明るく開放的な鉄骨２階建ての建物（約 1220㎡）になりました。
　旧上道公民館（71年築）と旧上道地域センター（木造・54年築）は、耐震性を満たしておらず地元は
新築移転の要望をしていました。2018 年から地域は、合築検討委員会などを設置し、市といろいろと協
議し地域住民説明会を経て決まりました。素晴らしい建物ができましたので集いの場に活用して地域の
発展につなげて行きたいです。

外　観

防災訓練（小学校共催）

妹尾・箕島さくら祭

上道公民館 上道地域センター
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　令和４年１月２６日に市役所にて、岡山市教育委員会、岡山っ子育成局との懇談を行いました。
○警報発令に伴う臨時休校等の扱い
　気象警報発令等による臨時休業・休園等の判断状況については、朝６時 30 分の時点で、暴風・大雪・暴風雪の各警報や、
特別警報が発令されていれば、小中学校、放課後児童クラブ、幼稚園・認定こども園は休みとなり、保育園のみが、特別警報
発令時に休みとなります。
　ただし、各地域で地勢や気象等の状況が違うため、学校、園等が危険と判断すれば大雨警報でも休みとなる場合があります。
最終判断は各学校で行っています。
○通学路の状況把握、安全確保
　通学路については、全小学校区で425 件の合同点検行い、令和 4、5年で137カ所を改修する予定です。
他の箇所は地域の同意を要すなど地域の方との相談も必要になってくるため、今後の対応になると思います。
今はしっかり安全指導を行うなど、できるところから行うよう考えています。
　市各局から説明を聞き、通学中の安全確保の指導や、交通安全の周知、通学路の危険箇所の把握に
ついて、各地域の話をよく聞いて欲しいなどの依頼を行いました。

　令和 3年 11月19日、市役所会議室で、内水対策について、危機管理室・下水道河川局・産業観光局と懇
談をしました。各局より以下の説明がありました。
危機管理室より
〇５月20日より警戒レベルの表示が変わりました。
〇洪水等、土砂災害のハザードマップの改定を進めています（３月末頃の予定です）。
下水道河川局より
〇平成 23 年の浸水被害を受けて、岡山市・市民・事業者が、一体となって、対策を行なう「理念条例」を制定しました。
〇倉安川の改修や山崎地区・笹ケ瀬川西岸・浦安・津島などのポンプの設置及び計画・対策を検討しています。
産業観光局より
〇大雨が予想される時には、農業用水路も活かして、事前に水位を下げる計画です。
　以上の説明に対する質問と返答。
〇ハザードマップについて、ポンプが稼働した時の表示はできないか。→稼働時の状況によって変わるため
　表示は、むずかしい。
〇古都地区には、まだ農振等が残っているためポンプまでの水路は確保されているのか。またポンプの能力
　は、発揮されているのか。放流先に問題はないのか。→水路が確保されてないところもあるので、 放流先
　が、市の管理でなく独自で対応がむずかしい。自助・共助（土のうを配るなど）での対応をお願いしている。
〇用水路の護岸に使用している鋼矢板が老朽化して倒れるのでは。→現状を確認して根固め工事などを
　行なう。
　短時間のため充分な討議ができませんでした。
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懇談会の様子

懇談会の様子

御津南連合町内会
会長　加藤　公彦

　本来でしたら昨年記念行事を予定していましたが、コ
ロナ禍により一年遅らせての開催となりました。
　その予定日の3日前にもまた、コロナの感染拡大で再
度延期になり、執筆中の開催はできなくなりました。
　御津南小は、昭和 47年に宇垣、葛城小の統合により
開校しました。そして平成 17年には岡山市との合併によ
り、御津町から岡山市立御津南小学校として現在 50 周
年をむかえております。
〇実行委員会立ち上げ
　地域・PＴＡ・学校で組織され総勢 30 名で 1昨年結
成しました。
〇実行委員会からの贈り物
　二宮金次郎像台座・50周年記念誌・記念レリーフ
　式典の前日二宮金次郎台座の除幕式を行います。台
座には「未来を拓く人に」の文字を刻んでいます。この
ことばは、南小の子ども達が将来がんばって未来を拓く
人になってほしいという願いをこめて彫らせてもらいまし
た。

御津南小創立５０周年記念

　当日の式典では、オープニングに和太
鼓演奏があります。
　この演奏は 6 年生が練習して、学校だけでなく地域で
も演奏して喜ばれています。
　特色は 6 年生が 5 年生に教え、その 5 年生が 6 年生
になると次に教えていく、このように代々引継がれていく

岡山市各局との懇談会（教育）

岡山市各局との懇談会

岡山市連合町内会
常任理事　赤枝　和寛

岡山市連合町内会
副会長　　園　　茂
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会　　頭　 松　田　　　久
副 会 頭　 石　井　清　裕
副 会 頭　 髙　谷　昌　宏
副 会 頭　 勝　矢　雅　一
副 会 頭　 森　　　健太郎
副 会 頭　 岡　本　典　久
専務理事　 髙　橋　邦　彰

芳泉学区ラジオ体操の会 芳泉学区連合町内会
会長　中村　俊正

　芳泉学区は市内において有数のマンモス学区であり、芳泉小学校が昭和 53 年に開校
以来今日まで芳泉学区ラジオ体操の会を 44 回継続して開催しています。
　学区の住民が一同に会して体力の増進を図ったり、親睦の輪を広げ地域の連帯感を高める事を目的
としています。参加者全員によりラジオ体操を行い爽快な気持ちで、芳泉幼稚園・芳泉小学校・芳泉
中学校の草取りや校庭清掃を行い、学区の児童・生徒達が気持ちよく２学期のスタートを迎えられる
ようにと当学区の先輩諸氏が築き継がれた行事を小学校開校以来行っています。
　当学区は幼稚園・小学校・中学校・芳泉高校がすべて隣接しており、近時は若い世代の方の転入者
が多い事から相互交流の場として地域の輪を広め、併せ地域活動への参画を促す事を願い学区の行事
としています。幼稚園児や児童達がお父さん、お母さんと一緒に奉仕作業を行っている様子は本当に
微笑ましい光景であります。800 ～ 1000 人の参加者があります。ともすれば住民同士の繋がりが希薄
になりがちでありますが各協働団体の協力により住みよい芳泉学区を目指し今後も活動を展開して行
きます。

芳泉学区ラジオ体操の会
全員そろってラジオ体操 幼稚園・小学生が清掃作業

( 草取り )
中学生も清掃作業を頑張って
います

すばらしい伝統です。
　式典の後も演奏を予定
しています。
　おわりに、50 周年記念
事業に、１年延期の長期
に渡りご協力くださった実
行委員会、地域・学校の
皆様に感謝申し上げ、延
期の日、3月5日の式典が
予定どおり開催できること
を願い、ペンを置きます。

式典冊子〈令和4年3月5日（土）開催予定〉
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　令和４年１月12日に市役所会議室にて「今後の市政の方向と安全・安心で魅力あるまちづくり」を
テーマに、市長と連合町内会役員が下記の点について懇談を行いました。
　○岡山市のこれからのまちづくりについて
　　・経済面では、この５年間でGDP が8.5％成長し、住みやすさの面では、待機児童も減少しております。安全安心

も、自主防災組織は９割を超える組織率になりました。まだ、交通渋滞の解消など取り組むことは多々あります
が、それぞれの地域特性に応じた整備が必要だと思っているところです。

　○今後、発生が想定される南海トラフ巨大地震等の災害への対応について
　　・最悪を考えた津波の避難場所の調整を進め、ハザードマップ等を作成して一つ一つ問題点を片付けていくといっ

たことが必要だと思う。
　○防犯上の観点からの町内会等への支援について
　　①防犯カメラの設置時には市の補助制度があるものの、維持費等の負担も大きいため支援の充実をお願いしたい
　　・助成を再開しました。令和２年度末の防犯カメラの設置台数は、706台です。今後とも、この設置台数を増やし

ます。
　　②増加している野良犬の対応に苦慮しており、近隣住民に被害が出ないか心配しています。
　　・檻などを設置して捕獲に努め、野犬に餌をやらないようにお願いしております。また、新しい飼い主を見つける

ための訓練などを、譲渡先の関係団体や、ボランティアの方々と共有して実施しています
　　③保健所の協力により、餌を与えないようチラシを作成してもらったが、注意しても効果がないため、条例等で取
　　　り締まることはできないか

　令和 3 年 12月10日（金）　岡山商工会議所　3階談話室にて懇談会を開催しました。出席者は岡山商
工会議所より松田久会頭他 9名、岡山市連合町内会より永見勝会長他６名でした。出席者紹介の後懇談
会に移りました。
　〇町内会活動に関すること
　　高齢化になって若者の町内会参加はどうか、町内会の魅力が薄れてきているのでは、役員活動の任期が短くなり、

市長との懇談会

岡山商工会議所との懇談会

岡山市連合町内会
常任理事　黒住　輝久

岡山市連合町内会
常任理事　山﨑　和輝

旭竜学区連合町内会
会長　瀧本　　孝

　旭竜学区の高齢化率は 37.8％で、中区で一番高齢化
率の高い学区です。このため、「福祉の町旭竜」として、
民生委員・児童委員を中心に、従来から助け合い活動が
活発に行われてきました。この活動を補完し、みんなが
幸せに暮らせるように、助け合いの輪をさらに広げようと、
連合町内会も加わり、平成 30 年 11月、「旭竜学区支え
合い推進協議会」を発足させました。
　推進協議会では、平成 31年２月、学区内の 65 歳以
上の世帯を対象に、どのようなことが必要とされている
か、把握するため、アンケート調査を実施しました。そ
の結果、「庭の手入れや買い物に困っている」という意見
があり、また一方では、「困っている人を助けたい」とい
う回答がありました。これらの結果を踏まえ、令和２年
７月、推進協議会の中に「旭竜助け合い隊」を創設し、
令和２年９月より活動を開始しました。
　助け合い隊の活動は、病院付き添い、買い物代行、
ごみ出し、家事手伝い、草取り、介護相談などで、日常
生活における困りごとをほぼカバーしています。学区民で
あれば、どなたでも利用できます。高齢者に限りません。
　サポート希望者は、専用の携帯電話を持つコーディネー
ターへ連絡、コーディネーターはサポーターへ支援を指示
します。
　コーディネーターは４名で、１週間で交代します。サポー
トするのは、登録したサポーター25 名です。サポート料

　明治 25 年（1892 年）7月、若き日の文豪夏目漱石は、
大学の夏休みを利用し岡山へとやって来ました。漱石の岡
山訪問の目的は、亡き兄の嫁小勝が、岡山で再婚する事
から、夏目家を代表して、婚家先の金田村の岸本昌平宅
に結婚祝いを届ける事でした。
　岡山での滞在は約1ヶ月。その間美しき兄嫁との再会、
金田村での青春物語、正岡子規との友情物語、そして旭
川の大洪水による被災と、若き日の文豪にとっては忘れら
れない日 と々なった筈です。
　それから100 年、この史実は語り継がれて歴史の書にも
残されました。しかし、小勝が嫁いだ岸本家は絶家、「こ
れでは漱石の岡山での思い出が消えてしまう」そう思った
私は、2013 年から地元の上南公民館や地域住民の方 と々
一緒に、漱石の足跡を残す活動を開始しました。
　2013 年には岡山城東ＬＣと漱石ロードの看板を設置。
2016 年 12月には第 1回漱石フォーラムを上南公民館で開
催。以来５回のフォーラムを企画。毎回平均して100 名以
上の方にご参加頂いています。
　又 2017年度から岡山市歴史の町しるべ看板事業に申請
し、漱石と小勝の歴史看板が岡山市により設置されました。
そして 2019 年１月、漱石の岡山訪問原点の地に記念碑を
設置しました。石碑には、岡山滞在中、正岡子規に対して
詠んだ句を刻みました。漱石が岡山で唯一残した置き土産
です。

暮らしの困りごとを支援

金は１人 30 分ごとに 250 円。ごみ出しは１回100 円。
　サポートを受けた人は、「安い料金で非常に助かった」
と喜び、サポーターは、「サポートした人に喜ばれて、幸
せな気持ちになった」と言い、やり甲斐を感じています。

活動の様子

懇談の様子

懇談の様子

岡山市「歴史の町しるべ看板 漱石記念碑

漱石ロード看板

開成学区連合町内会
副会長　小泉　　真漱石の足跡を伝える

　2021年からは、改修した醤油蔵を使用してマルシェを開
催。毎回多くの方にご来場頂いています。最近では、テレ
ビや雑誌等でも取り上げられる場所になりました。
　これからも漱石ロードを通して、地域の歴史を伝えて参
りたいと思います。 地域の困りごと解決の窓口としての機能が働かなくなって困っている、又防犯カメラの設

置状況はどうか、放課後児童クラブへの加入状況はどうか等意見交換が行われました。
　〇市内に魅力を発信する居場所、町づくり等に関すること
　　コンパクトシティ、緑化・木陰を作り散策の場、北長瀬の操車場跡地に賑わいの場、子
どもの居場所を作り大人との交流を図り、地域の新たな魅力を発信する等地域貢献や経
済の活性化、スポーツ振興など地域に根付いた活動等岡山の町作りに頑張っているとの
お話をお聞きしました。

　　・餌を与えた人にペナルティを課せば効果が出るのか分かりません。現実的にどうやっ
たらその被害が無くなるかを詰める必要があると思います。

　○障がい児を受け入れるための環境整備について
　　①特別支援教育の充実を図るためには、障害度合によって支援員の充実確保が不可欠で
　　　あると考えています
　　・保育と義務教育の二段階に分かれると思いますが、拠点園を設けるなどして、障害を

持った児童を受け入れるよう考えています。また、特別学校、学区の問題もあわせた
かたちで考えていきたと思います。
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　ここ数年の、連合町内会長等懇談会の流れを見ていると大きく３つになっているように思われます。
　まず平成29年度辺りまでは、４区で課題・問題点を探し、事前に市の各部局で調整したのちに、懇談会の場で報告する形をとっ
ていた様に思われます。当然、イベント的な要素や講演会が併せて企画され、懇談会の場を盛り上げていました。
　平成 30 年 7月に岡山県域で大きな水害が発生し、防災の備えが行政にも町内・地域サイドにも求められ、また地域の高齢
化や弱体化が進み、いよいよ「待ったなし」の状況になったことから、会も次の段階になります。
　平成 30 年度には「防災の問題」、「高齢化と地域・町内活動」、「環境問題」など、地域が直面し避けて通れないテーマが事
前に示され、４区が検討課題を持ち寄り、パネルディスカッションで意見を交わす形が生まれたのかと思います。実際には、課
題の絞り方や時間と場所の制約の中では、町内会長の皆さんが参加者としての実感を持つことの難しさを感じながらも取り組ま
ねばならないことだと感じました。
　これからは具体的な方策について、地域も、行政も取り組む段階に来たと思います。
　東区連合町内会連絡協議会は予てより、①市中心部と周辺部との差、②就学環境の確保、③防災、④獣害対策等を訴えて
きました。
　今年度の懇談会は中止になりましたが、今回予定した報告は「山南学園　その経過」に関するもので、過疎化、高齢化に
直面する地域に対する、一つの解決策として４小学校、１中学校を統廃合し、少し広い学区を持った義務教育施設を開園する
ものです。
　ここに至るまでの、地域、学校、行政の連携はまさに課題解決の参考になるのではと考えます。
 ※岡山市町内会長等懇談会の開催は中止となりました〈関連記事Ｐ1〉

東区連合町内会連絡協議会

南区連合町内会連絡協議会 南区連合町内会連絡協議会
会長　遠藤　太郎

古都学区連合町内会
会長　人見　　亨

　南区連合町内会連絡協議会は毎年、南区役所幹部職員及び各町内会長が地域活性化及び地域住民との意見交換を行う目的
として開催しています。各学区において、様 な々要望が多 あ々る中で、市のみで対応出来ること又、国・県との協議を要するも
の等様 な々問題があります。南区連合町内会連絡協議会は要望について各学区に１～２件程度にして事前に要望事項を集約し
て具体的で意義のある充実した意見交換会となるよう行っています。
　　今回の議題
　　　　（1）外環状線及び国道２号線渋滞解消工事の進捗状況及び完成時期について
　　　　（2）用水に架かる橋梁と妹尾川の水位について　　　　（3）学区内の不法投棄防止策について
　　　　（4）小型巡回バス（マイクロバス）の運行　　　　    　　（5）町内会へ加入促進について
　　開　催　日　令和３年12月３日（金）
　　場　　　所　南区役所４Ｆ大会議室　午前 10 時
　現在上記要望については担当課及び現地町内会長が現地を確認調査実施しています。
　近時は若い世代の方が町内会行事等への参加が減少して、ともすれば住民同士の繋がりが希薄になりがちであるが住民が安
心して住みよい環境造りを目指して今後も推進を図って参りたいと決意を新たに致しました。
　　　　 　※岡山市町内会長等懇談会の開催は中止となりました〈関連記事Ｐ1〉

東区

南区

文化はまさに農村、自然に抗わず長を中
心に皆で協力し、皆で水の管理をし、皆で収穫に精を
出し、皆で収穫を喜ぶといった村共同社会のそれでし
た。農業で培ってきた農村社会は皆で助け合うのは日
常の延長でした。
　現在、農業は激減し、それぞれが関わり合いのない
生活となりました。関わり合いが無い故に無関心、非協
力的な環境が増えてきています。最近世間を脅かす諸々
の事件は、日常の「孤独」が遠因の一つになっているよ
うな気がしてなりません。忙しさにかまけ、その中での
関わり合いを未消化理解の「個人情報保護法」を盾に
避けているケースも見かけられます。
　今こそ町内会活動が、良い意味で隣人に関心を持ち、
声を掛け合い、近所付き合いをしながら、助け合いの
できる温かい関係が出来るきっかけになればと願ってい
ます。

芳田学区連合町内会
会長　松浦　純二

　「箕島」は今や住宅地が増え、住宅地風の佇まいを
見せていますが、つい 50 年程前には田園の広がる静か
な農村で、仲間意識が濃く長閑なところでした。そんな
箕島をご紹介。
　今から1000 年ほど遡り、源平の合戦のころの箕島は
平家の船団が行きかった「吉備の穴海」に浮かぶ島々
でした。「箕島」の名前の由来は古くは三島とも表記さ
れており、三つの島があったことから名付けられたと言
うのが一般的です。現在も小さな丘陵に「丸島」「小山」
「亀島（上の山）」の名称が残っています。室町の中期に
はこの小山に正福寺が建てられていますので鎌倉時代
に干拓が進んだものと思われます。
　当時の海は、高梁川と支流足守川の堆積作用により
次第に浅くなり、干潟の海を埋め立てて現在の陸地が
出来ました。江戸期池田光政公により大規模な干拓事
業が行われますがそれよりもずっと以前のことです。
　干拓されたとはいえ、塩分が多くまともな農業は難し
かったようで、そこで考えだされたのが塩に強い藺草 (イ
グサ ) 栽培でした。この藺草栽培が高い評価を得て、
活況を呈し、室町時代には京都相国寺鹿苑院へ畳表と
して納められたという文献が残されています。
　その後稲作へと変わり、それから何百年もの長い間
静かな農村風景が続いていました。風土からなる気質・

　芳田学区は市の南部に位置し、学区の中央を国道 2
号が東西に走っています。12 の単位町内で構成され、
世帯数は、4300 世帯になります。
　各種の団体の協力より、地域の活性化や、安全への
取り組みが行われています。「安全・安心ネットワー
ク」では、子供たちの安全を守るべく下校時を中心に
各町内会で青色防犯パトロールを月 14 回程度行って
います。社会福祉協議会では、毎年 5月に「3世代交
流こいのぼりウォーク」を毎年臨港鉄道跡地の遊歩道
のウォーキングで 3世代がにぎやかに交流を行ってい
ます。
　また、最近多い交通事故や詐欺の被害にあわないよ
う「交通安全・交通マナーと特殊詐欺に会わないため
に」と題して、南警察署による講演会も行いました。
　新型コロナの影響で毎年実施していた学区民の各町
内が色々な屋台を出し、うらじゃ踊りも催していた「夏
祭り」、各町内会対抗の「体育祭」や各種団体が協力
していただいて開催していた「コミュニティ文化祭」
が 2年連続で中止となる中、防災関係は何とか開催し
たいと、防災訓練を自衛隊・南消防署の協力をいただ
き屋外で行い、災害発生時の対応や、AEDの取り扱

我が郷土「箕島」

地域の団体による安全・安心のまちづくり
い講習に約 200 人の参加をいただきま
した。
　地域の高齢化も進む中、未来を担う子供たちと高齢
者の安全・安心を各種団体の協力をいただきながら、
学区全体を支えていきたいと思います。
　今後とも会員の皆様のご協力をよろしくお願いいた
します。

交通安全・交通マナー講習会

小山に建つ「正福寺」

防災訓練

箕島学区連合町内会
副会長　橋本　隆文
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　北区連合町内会長連絡協議会は、例年、７月に定期総会、11月に北区町内会長等懇談会、12月に
研修と親睦の会を開催し、隔年で北区内巡回視察研修ツアーを開催しています。
　この内、北区町内会長等懇談会は、北区の連合町内会長を始め町内会役員にも参加して頂き、市中心部，郊外地域，
中山間地域からなる北区の地域毎の現状・課題・課題解決への取り組みをワークショップ手法で共有し、参加者が地元
へ持ち帰ることで、町内会（地域）の防災力向上や地域の活性化への取り組みに繋げる会としています。
　又、北区内巡回視察研修ツアーは、北区の各地域を一日かけてバスで巡回し、特色のある地域づくりの活動や地域の
現状と活性化への取り組み状況を視察し共有すると共に、会員の親睦と相互理解を深める会としています。
　コロナ禍の今、これらの活動は中止を余儀なくされていましたが、去る12月３日御津公民館で令和３年度の定期総会

　令和 3 年４月9日（金）に岡山市中区役所において、令和 3 年度の中区連合町内会連絡協議会を
開催しました。中区の新旧区長の挨拶があり、中区役所の人事異動と主な動きについて説明を受けました。続いて中区連
絡協議会の役員改選を行い、会長：瀧本 孝（旭竜）、副会長：萩原 正彦（操明）・成田 昌士（三勲）、会計：長汐 良熊（幡
多）、事務局：小橋 一郎（富山）の各氏に決まりました。
　今後の活動については、新型コロナウイルス感染拡大の状況を見ながら検討する事としましたが、感染拡大の終息が見
えず中区町内会長等懇談会の開催が出来ませんでした。
　令和 3 年 11月８日（月）に岡山市中区役所において中区連合町内会連絡協議会を開催し、来る令和４年２月１３日（日）
開催の岡山市町内会長等懇談会で中区の活動報告について協議をしました。今回の講演内容「地域おこし」のテーマで
検討をしまして、宇野学区の「うのっこ食堂」の活動を報告して頂くことになりました。
　「うのっこ食堂」は平成 28 年８月開店し月2回開店していて、共働き世帯が増え、忙しいお父さん、お母さんの応援団
として活動されています。主な活動メンバーは高齢者ですが、時には中高生や大学生の参加もあり地域の学校園や公民館
との連携をして、地域づくりがされています。
　　　　 ※岡山市町内会長等懇談会の開催は中止となりました〈関連記事Ｐ1〉

北区連合町内会長連絡協議会

中区連合町内会連絡協議会 中区連合町内会連絡協議会
理事　那須　和夫

北区連合町内会長連絡協議会
事務局長　澤井　　博北区

中区

定期総会の様子 令和３年12月

　令和 3年秋の叙勲に際し、栄えある旭日単光章を受章する事が出来、感慨にふけっており
ます。これに勝る光栄はございません。
　思い起こすと、昭和町町内会長を拝命したのが、36 年前の 39 才の時でした。学区の開発
委員長として、発展の遅れていた岡山駅西口地区を、東口に追いつけ追いこせと、運動した
のが一番の思い出です。お支え下さった皆様に、感謝・御礼申し上げます。
　これからは、私共の学区が取り組んでおります、三つの街づくり（坪田譲治の街・福祉の街・
商業振興の街）に、生涯のライフワークとして、尚一層、精進させて頂きます。よろしくお
願い申し上げます。

地縁による団体（自治会）功労者に対する叙勲 石井学区連合町内会
会長　矢根　亮二
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を兼ねた会合を開催しました。先ず、令和３年度に着任された赤坂北区長に、
岡山市第６次総合計画後期中期計画のうち北区の取り組みについて講演いただ
きました。
　続いて開催した総会では役員改選、活動計画・予算が承認され、総会の最
後に、令和４年２月に建部町文化センターで開催予定の岡山市町内会長等懇談
会の運営方法と北区の発表者を決定した後に、一日でも早く新型コロナと共存
できる日が来ることを祈念し閉会しました。
　　　　※岡山市町内会長等懇談会の開催は中止となりました〈関連記事Ｐ1〉



◎常任理事会
第４回（10月１日）議題　今後の予定について他
第５回（11月26日）議事　岡山市町内会長等懇談会
　　　　　　　　　　　　について他
第６回（12月21日）議事　岡山市町内会長等懇談会
　　　　　　　　　　　　について
第７回（１月14日）議事　次年度の事業計画について他
◎理事会
第５回（10月11日）議事　今後の予定について他
第６回（12月14日）議事　岡山市町内会長等懇談会
　　　　　　　　　　　　について他
第７回（２月４日書面開催）議事　次年度の事業計画
　　　　　　　　　　　　　　　　について他
◎会計監査会議（10月13日）（１月19日）
◎専門委員会
・会報第38号編集委員会（11月18日）（１月20日）
　（２月10日）
・組織のあり方検討委員会（11月24日）
・男女共同参画専門部会（11月15日）
・ICT推進専門委員会（11月９日）
・子ども・子育て専門委員会（９月８日）
・町内会活性化検討部会（９月８日）（１月21日）
・共済制度運営委員会（１月18日）
◎町内会長等懇談会（開催中止）〈関連記事P1〉
◎岡山市長との懇談会（１月12日）〈関連記事P5〉

　岡山市連合町内会におかれましては、昭和38
年２月の結成以来、半世紀以上の長きにわた
り、包括的な住民自治組織として、市民福祉の
向上と安全・安心で個性豊かな地域づくりに多
大なご貢献をいただいております。歴代会長を
はじめ町内会活動に携わっておられる関係者の
皆様方には、郷土岡山を愛し、地域の発展を願
い、無私の精神で献身的に取り組んでこられて
おり、これまでのご尽力に対しまして、改めて
深く敬意と感謝の意を表する次第です
　さて、岡山市では、１月中旬以降、オミクロ
ン株の影響により感染が急拡大し、連日多数の
新規感染者が発生しています。新規感染者と自
宅療養者が急増する中、岡山市では保健所の体
制強化等を進め、重症化リスクに応じて安心し
て療養していただけるよう最大限務めておりま
す。３回目ワクチン接種につきましては、２回
目接種から６か月経過した方に順次、接種券を
発送しているところであり、円滑なワクチン接
種を推進しております。感染が幅広い年代へ広
がっており、市民の皆様におかれましては、今
一度、マスクの着用、手洗い等の基本的な感染
防止対策へのご協力をお願いいたします。
　岡山市では、新型コロナ対策を当面の市政の
最優先課題と位置付け、感染拡大防止とともに
コロナ禍で影響を受ける社会経済活動を一日も
早く回復させるべく必要な対策を速やかに講じ
てまいります。

■岡山市連合町内会の動き

■岡山県自治会連合会の動き

◎岡山商工会議所正副会頭との懇談会（12月10日）
 〈関連記事P5〉
◎岡山市各局との懇談会（11月19日）〈関連記事P6〉
（防災・内水）危機管理室・下水道河川局・産業観光局
◎岡山市各局との懇談会（１月26日）〈関連記事P6〉
（防災・教育）教育委員会・岡山っ子育成局
◎女性町内会長等懇談会（１月17日）〈関連記事P8〉
◎受賞報告
　◇岡山市有効表彰（11月３日）
　　目黒　宏平（鹿田）
　　岸本　俊男（弘西）
　◇永年勤続町内会長表彰状及び退任町内会長・
　　区長感謝状（12月２日）
・20年以上勤続単位町内会長…17名（表彰状）
・退任（5年以上勤続）単位町内会長・区長
　　　　　　　　　　　　    …46名（感謝状）
　◇自治会等地縁による団体功労者総務大臣表彰
　 （11月30日）
　　目黒　宏平（鹿田）

　◇秋の叙勲（11月３日）〈関連記事P14〉
　　矢根　亮二（石井）

■全国自治会連合会の動き
◎全国自治会連合会広島県福山大会
　開催延期
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◎中四国自治会連絡協議会
  開催延期

大森市長　ご挨拶

岡山市長　大森 雅夫

　まちづくり全般につきましては、「住みやす
さ」「力強さ」「安全・安心」の３つの視点を
大切にし、「市民と共に考え、行動する」とい
う意識をもって、これまで各分野で種を蒔き取
り組んできた、街なかの賑わいづくり、地域経
済の活性化、中山間・周辺地域の振興、公共交
通の利便性向上、子育て・教育や健康・福祉の
充実、防災・減災対策等の施策をより力強く推
し進め、岡山市の総合力を高め、市民生活の向
上と都市の持続的な発展に繋げてまいります。
　近年、核家族化や少子高齢化の進展、生活
様式や価値観の多様化等に伴い、住民相互の
連帯感や地域のつながりの希薄化が懸念され
る中、激甚化する自然災害やコロナ禍による
外出機会の減少等をきっかけに、人と人との
絆や地域コミュニティの重要性が改めて認識
されております。
　こうした時代において、地域住民を結ぶ要と
して、さらには地域住民と行政をつなぐ架け橋
として、社会福祉活動や自主防災組織による防
災活動など、様々な地域活動の推進に取り組ま
れている岡山市連合町内会の皆様方のお力は欠
かせないものと考えております。岡山市として
も、新年度からの町内会活動の充実に向け、さ
らなる支援を進めてまいります。今後とも、本
市のまちづくりに一層のご支援・ご協力を賜り
ますよう、お願い申し上げます。
　終わりになりますが、岡山市連合町内会のさ
らなる発展と皆様方のますますのご健勝とご活
躍を心からご祈念申し上げます。

岡山市南区箕島3566-1
TEL 086-281-0862

特別養護老人ホーム若宮園
令和４年５月新築移転オープン

総務大臣表彰



ホームページ簡単検索 岡山市連合町内会会報 検 索

発行人：永見　勝　編集委員長：小野大作
〒 700-8544　岡山市北区大供一丁目 1-1　TEL:086-803-1063　FAX:086-803-1872第 38 号

令和４年3月発行

　春分の候、町内会関係者各位におかれましてはご健勝
とご活躍のこととお慶び申し上げます。
　令和４年2月13日（日）建部町文化センターで開催を
予定しておりました「岡山市町内会長等懇談会」は、新
型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、参
加される皆様方の安全を第一と考え、誠に残念ながら中
止とさせていただきました。
　本懇談会は、岡山市連合町内会の活動を広く知ってい
ただくとともに、相互の理解と連携を深めるために開催し
ており、新型コロナウイルス感染症の影響で、令和２年度、
令和３年度は開催を中止しましたが、継続して12回開催
している会です。
　本来であれば、今年度も岡山市連合町内会の活動報
告の他、法政大学名誉教授　岡﨑昌之先生をお招きし
「地域づくり」をテーマに講演していただき、講演のテー

岡山市連合町内会会報それぞれの漢字に同じ部首を加えて、漢字を
作ってください。

　2022 年の干支は、壬寅（みずのえとら）です。
厳しい冬を越し、生命力にあふれる春の草花の芽
吹きを意味しているそうです。
　昨年一年間は、コロナ禍で地域活動が思うよう
に進まず、「冬」の様相でした。そのような中、
地域の人々とのつながりの大切さ、地域行事や地
域活動の意義を改めて感じた方が多かったと思い
ます。「みんなが集える場」を、地域の組織が連
携して創り上げることは、地域の活性につながる
ことも再確認しました。
　ワクチンや有効薬の開発、日常的な配慮の継続
等、コロナ対策がプラス方向で作用することで、
地域活動の新たな「春」を力強く、希望を持って
拓いていきたいです。地域活動の取組を、今年も
是非お寄せください。お互いの取組の交流が図れ
る紙面を、今後も目指してまいります。

マに併せ各区で活動されている方に「地域づくり」に関連
した活動の発表をしていただく予定でした。
　やむを得ず中止とさせていただきましたが、懇談会の
開催に向け、ご準備いただいていた発表者並びに、ご
出席を予定されていた関係者の方々に深くお詫びいたし
ます。
　また、懇談会の席上にて、日頃から永年にわたり地域
活動にご尽力された方に贈呈を予定しておりました「れん
げ賞」につきましては、受賞者に個別に贈呈させていた
だくこととなりましたが、受賞された方々には心よりお祝
い申し上げます。
　さて、コロナ禍で、今後の先行きが不透明であり、岡
山市連合町内会の活動においても昨年に引き続き、今回
のように中止や内容の変更など、例年どおりの活動が難
しい日々が続いておりますが、こういう状況の時こそ身近
な共助が必要です。
　岡山市連合町内会や各地域の活性化に繋がるよう、必
要な感染対策を行ったうえで、これからも包括的な住民
組織として、安全・安心な地域社会の形成、構築、維持
に向かって進んで参りたいと思います。今後とも町内会、
連合町内会へのご理解とご協力をお願いします。

岡山市町内会長等懇談会開催中止のお詫び …………………… 1
大森市長ご挨拶 …………………………………………………… 2
北区連合町内会長連絡協議会 …………………………………… 3
中区連合町内会連絡協議会 ……………………………………… 3
東区連合町内会連絡協議会 ……………………………………… 4
南区連合町内会連絡協議会 ……………………………………… 4
市長との懇談会 …………………………………………………… 5
岡山商工会議瀬所との懇談会 …………………………………… 5
岡山市各局との懇談会 …………………………………………… 6
岡山市電子町内会について ……………………………………… 7
地域防災に女性の参画を ………………………………………… 8
防災コラム ………………………………………………………… 8

学区・地区の話題　足守・宇野 ………………………………… 9
　　　　　　　　　御休・箕島 …………………………………10
　　　　　　　　　芳泉 …………………………………………11
コラム　　　　　　御津南 ………………………………………11
　　　　　　　　　旭竜・開成 …………………………………12
　　　　　　　　　箕島・芳田 …………………………………13
地縁による団体 ( 自治会 ) 功労者に対する叙勲 ………………14
法定相続情報証明制度について …………………………………14
岡山市連合町内会の動き …………………………………………15
岡山県自治会連合会の動き
全国自治会連合会の動き
漢字クイズ …………………………………………………………16
編集後記 ……………………………………………………………16

会報第 38 号　目次

正解者の中から抽選で 10 名の方に粗品を進呈します。
〒住所・氏名を記入の上、下記までお送りください。
〈送付先〉〒700-8544
　　　　　岡山市北区大供一丁目１－１
　　　　　岡山市連合町内会 会報編集委員会
〈締　切〉令和４年５月２日必着
〈発　表〉発送をもって代えさせていただきます。

編集後記
【編集委員長】小野　大作
【編集副委員長】正保　弘行
【編 集 委 員】長門　修二・多賀　克充
　　　　　　　竹井　秋人・小林　泰三

漢 字 イク ズ
１１６

①獅（並びの法則：十二星座の一文字目）
②師（並びの法則：和風月名（９月から）の一文字目）
③庭（並びの法則：山陽本線停車駅（岡山-新倉敷）の一文字目）

前号の答え

岡山市市民憲章を知っていますか？
　　岡山市は美しい自然と豊かな風土に恵まれ、すぐれた教育文化の伝統を持っております。私たち市民
は、この岡山市を愛し市民であることを誇りにしていますが、さらに、みんなの努力と協力によって、
より美しく住みよい近代的民主社会を築いてゆくことを念願し、ここに岡山市民として実践してゆか
ねばならない日常生活の規範を定めます。

一　みんなに親切をつくし、あたたかい楽しいまちをつくりましょう。
一　秩序と規則を守り、明るい安全なまちをつくりましょう。
一　花や木をたいせつに育て、美しい緑のまちをつくりましょう。
一　紙くずやゴミの始末をよくし、気持ちよい清潔なまちをつくりましょう。
一　文化財をたいせつに守り、伝統あるゆかしいまちをつくりましょう。

岡山市町内会長等懇談会開催中止のお詫び

岡山市連合町内会
会長　永見　　勝

例）　十　　士　　今　　折　　夕

答）　古　　吉　　含　　哲　　名

　　　部首：口（くち）

①  士　音　中　奴　耳
　 □　□　□　□　□
②  十　京　生　寺　九
　 □　□　□　□　□
③  火　力　玄　介　共
　 □　□　□　□　□
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